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多
くの妨害源が、 航空機搭載の電気 ・

電子システムの正常な動作に影響

し、 その結果、 航空機の安全運航

に影響を及ぼすことがある。 最新の民間旅客

機設計には、 航空電子工学システムの試験要

求の見直しを余儀なくさせるような多くの技術的

な変更が見受けられる。

従来の材料の強度を全て維持しつつ、 重

量を劇的に減らす炭素繊維強化プラスチック

(CFRP) 材料を航空機の構造体に使用するの

が最近の傾向である。

ここ数十年、 航空機の構造体に使われる複

合材料は増加する一方で、 エアバス社 (A350)

やボーイング社 (787) などの最新設計で頂点

に達した。 ボーイング社では航空機に CFRP

材料を５０％以上使っている。

同時に電気 ・ 電子システムの種類も台数も

劇的に増加した。最新のシステムのいくつかは、

厨房のコーヒーメーカーから従来の油圧による

操縦翼面の制御まで全て多様な電力の周波数

と電気システムに頼っている。

RTCA DO-160 お よ び EUROCAE ED-14

の要求事項は、 民間航空機で実施される試

験に多く取り込まれている。 この２つの文書

は、 実 は RTCA と EUROCAE と Society of 

Aerospace Engineers間で合意の上で発行され

ているので、 内容は全く同じである。

DO-160 の全てのセクションが等しく重要で

あるが、 本稿ではセクション 22 とセクション 17

に焦点を絞る。

セクション 22 では、 航空機内に搭載された

機器の間接雷試験要求について議論されてい

る。

最新世代の航空機は、 経験したことのない

航空機搭載機器の試験を必要とする。 航空機

メーカーは、 適切な試験を確実に実施する重

い責任がある。 DO-160 / ED-14 がいまだ適

切な試験のベースとなっているが、 構造や材

料、 電子機器の総数の考慮が必要な特定の

航空機用に、 個別規格が出てきている。

間接雷試験要求事項
DO-160 / ED-14 のセクション 22 は、 イン

パルスのエネルギーが航空機内に入って、 構

造体内部のケーブルの束に誘導される状態を

表す一連の波形を定める。 これは抵抗による

結合、 または電界および磁界の誘導により起

こる。 数十年の経験に基づいて６つの波形が

定義され、 損害の評価 (PIN Injection) に固定

試験システムのインピーダンスまたはケーブル

やグランドに注入する妨害 ( 一回の衝撃、 複数

最新の航空機設計に対応した
航空電子装置試験法
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